
水土里レ ポート  投稿様式 

投稿月日 令和７ 年１ １ 月１ ４ 日 

タ イ ト ル 日本一の生産量「 く わい」 を 初出荷し ま し た！２ ０ ２ ５  

水土里レ ポータ ー名 水土里ネッ ト 福山 佐々田 愛 

令和７ 年１ １ 月１ ０ 日（ 月） Ｊ Ａ 福山市の福山グリ ーンセンタ ーで「 く わい」 の初出荷を取材し ま し た。  

「 く わい」 は「 芽が出る 」 縁起物と し て、 お節料理に欠かせない食材で、 福山市川口町を中心に３ １ 戸が 

約９ ． ２ ｈ ａ で栽培し ていま す。  

く わいは、 生産量日本一を誇る 福山市の特産物で初出荷は福山の一大イ ベント と なっており 、 新聞社やテレ

ビ局など 多く の報道機関の取材の中、 福山く わい出荷組合の生産者によ り く わいが次々と 運び込ま れま し た。  

午前６ 時になる と 検査官が、 ひと 箱ずつ大き さ や色、 形を手際よ く 検査し 、 ２ Ｓ から ３ Ｌ ま での大き さ 別に 

箱詰めさ れた４ キロ 入り ２ ６ ８ 箱が初出荷さ れま し た。  

 その後、 初出荷を 祝って式典があり 、 く わい出荷組合の喜多村眞次組合長が「 今年は例年にない猛暑で、 く

わいの生育が心配さ れま し たが、 生産者の徹底し た栽培管理のも と 立派なく わいが収穫でき る こ と と なり ま し

た。 全国で福山のく わいを待ってく ださ っている 皆さ んへお届けし たい。 」 と 挨拶さ れま し た。 ま た「 く わい

の収穫には水がかかせま せん。 土地改良区に出向き 農業用水の確保を お願いし たと こ ろ、 し っかり と 配水する

と 力強く 言っていただき ま し た。 生産者の皆さ んは用水を無駄にし ないよ う 節水に心がけて使いま し ょ う 。 」

挨拶さ れま し た。  

 

   

 

 

喜多村組合長よ り 「 今年の猛暑は、 約４ ０ 年

生産し ている 中でも 例にないほど 過酷で、 水

温の調整をこ ま めにし 、 肥料の時期をずら す

などの対策をし た。 秋にも 気温が高い状態が

続き 生育が遅れており 、 初出荷でき る 量が例

年に比べて少なく 粒が小さ い傾向にある 。 こ

れから 気温が下がる と 粒も 大き く なり 出荷量

が多く なる と 思う 。 」 と 伺いま し た。 近年猛

暑が続く こ と から 福山市農協や行政と 連携し

て猛暑対策を検討し 、 く わい出荷組合の生産

者で対策を共有する そう です。  

小粒のく わいは素揚げが人気！ 報道陣にく わいをアピ ール！日本中にお届けし ま す！ 



                                

出荷さ れたく わいは、 特長である 「 畑のサフ ァ イ ア」 と 言われる 青色が薄い物が多く あり ま し たが、 こ れか 

ら 寒く なっていく と 深い青色に色づく こ と と 思いま す。  

生産者のみなさ んには、 過酷な水の中での収穫作業と なり ま すが、 収穫は短期集中の体力勝負と なり ま すの 

で、 健康管理に気をつけて出荷し ていただき たいと 思いま し た。  

 水土里ネッ ト 福山では、 く わい収穫のために水利権を得ている 期間の農業用水の安定確保はも と よ り 、 農業

用水や土地改良施設の重要性と も に生産量日本一の福山市の特産物である 「 く わい」 に関する 情報発信をし 、

２ １ 世紀土地改良区創造運動に取り 組んでま いり ま す。  

 

色や形状など出荷でき ないも のを実物

のく わいを使っ て説明さ れま し た。  

生産者は農林水産省の日本地理的表示

Ｇ Ⅰの厳し い規格を守る ため、 熱心に聞

いておら れま し た。  

洗浄・ 選別を担う 女性生産者も 多く 参加

し ておら れま し た。  


